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第5回 全国在宅医療・介護連携研修フォーラム
公開討論



在宅医療 及び 在宅医療・介護連携 の
評価に際して把握すべきこと（私見）
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評価する内容 重要度など

在宅医療の量 大事だし測るの簡単

在宅医療の質 大事だけど測るの難しい

在宅医療と在宅
介護の連携の質 大事だけど測るの超難しい

在宅介護の量 大事だけど上記テーマから少し外れる

在宅介護の質 大事だけど上記テーマから少し外れる
し測るの難しい

最初に着手しやす
いのはここでは？



在宅医療の量（や質）を把握するために
使えるデータソース（一部）
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情報源 長所 短所

公的統計 悉皆性が高い
あらためての回答負担がない

項目の変更不可
悉皆性に欠けるものもある
ストラクチャー指標にとど
まることが多い

レセプト

悉皆性が高い
あらためての回答負担がない
提供量を詳しく把握できる
被保険者・事業者情報と紐付
いている

項目の変更不可
データ処理が大変？

アンケー
ト 項目を任意に設定可 悉皆性に欠ける

回答の負担
インタ
ビュー

数値化できない情報が得られ
る

悉皆性に欠ける
回答の負担

技術的に処
理が可能な
らば、最初
にこれを用
いるべきで
は？



共有しておきたい前提
• 在宅医療の量（及び質の一部）を、
• 悉皆性が高く、従事者・住民の回答負荷がゼロ
であり、かつ提供量情報としては現存する情報
の中でもっとも詳しい医療・介護レセプトを用
いて、

• 介護保険の基本単位である市町村ごとの比較が
できる形で、

• 市町村がそれぞれ苦労するんじゃなくとりあえ
ず全国一律にサクッと把握してしまえた方が、

• 住民・従事者・市町村・都道府県みんなにとっ
て、楽だし、望ましいと思う

※まずこの前提に賛同いただけない場合は、今日の公開討論は実施
の意義がないためここで終了となります。（他のことに時間を使
うよう方向転換をします。）
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幸いにして前提が共有されたならば…

この一点を、
• レセプト処理で（苦労した）経験をもつ都道府県担当者
• レセプト処理で（苦労した）経験をもつ研究者

で、ざっくばらんに意見交換したいと思います。
※お配りした資料はすべて参考資料です。資料に書いてあることは、
冒頭10分で各自読み込んで把握いただくこととし、本日の貴重な
1時間強はできるだけディスカッションに費やしたいと思います。
議論の途中で「○○の資料の○枚目を見てください」、「○枚目
の○について教えてください」等の発言をされる際にも資料をご
活用ください。
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どうしたら、楽に、持続可能な形で、
市町村担当者にとって役立つ指標を、
医療・介護レセプトを使って集計し、

提示していけるか



なお、本日はKDBデータ（＋α）に
フォーカスしようと思っています

• 理由
–市町村・都道府県がアクセスしやすい
–現在＋今後の日本の在宅医療の主たる対象
者である後期高齢者医療＋介護保険のレセ
プトが網羅されている

– NDBと違って匿名化されていない
– KDBフォーマットの医療レセプトは生のレ
セ電よりは扱いやすい（ファイルサイズや
行列構造が）
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参考：現行のKDBデータ仕様に対する
課題意識（私見）

• 死亡年月日情報がない（終末期の医療・
介護分析ができない）

• 介護レセプトのデータが粗い（現行仕様
だと在宅医療の提供量の把握に用いるに
は限界があり、生の介護レセプトを処理
する必要がある）

• 市町村役所内において、国保担当から介
護保険担当にデータが提供されるための
手続きが標準化されていない（できれば
国主導で手続きを明文化してほしい）
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都道府県が相互に情報共有をしながら乗り越えら
れると良いと思うポイント（当日随時追記予定）

• データ取得の手続き
–取得データ仕様の決定
–市町村とのやり取り（同意取得等）
–国保連とのやり取り
–後期高齢者医療広域連合とのやり取り

• 財源・処理人材の調達
• 担当者異動後の持続性確保
• その他
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9厚生労働省三課長通知. 在宅医療の充実に向けた取組の進め方について, 2019年1月29日
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